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教育長　畠山熙一郎

こ
の
度
、
町
長
か
ら
の
辞
令
書
を

頂
い
て
引
き
続
き
浪
江
町
教
育
長
の

任
に
当
た
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
、
平
成
20
年
６
月
の
初

め
て
の
教
育
長
就
任
以
来
、
こ
れ
ま

で
実
に
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
都
度
、
多
く
の
皆
さ
ま
方

に
支
え
て
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し

た
。
改
め
て
心
か
ら
の
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
、
平
成
23
年
３
月
の

大
災
害
は
多
く
の
被
災
者
の
皆
さ
ま

と
同
様
、
私
に
と
っ
て
も
大
き
な
試

練
と
な
り
ま
し
た
。
教
育
行
政
は
学

校
教
育
、
生
涯
学
習
、
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
、
文
化
財
保
護
な
ど
と
幅
広

い
分
野
に
及
び
ま
す
が
、
被
災
後
の

私
が
最
も
気
掛
か
り
に
し
、
何
と
か

し
た
い
と
取
り
組
ん
だ
の
は
浪
江
町

の
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
こ
と
で
す
。

現
在
、
浪
江
町
の
小
・
中
学
校
９

校
の
内
の
６
校
が
臨
時
休
業
の
ま
ま

で
、
避
難
先
で
の
再
開
を
果
た
し
た

小
・
中
学
校
３
校
で
学
ぶ
の
は
わ
ず

か
に
28
名
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま

で
の
状
況
判
断
や
対
応
に
自
ら
の
力

不
足
を
痛
感
す
る
一
方
で
、
少
人
数

な
が
ら
も
健
気
な
頑
張
り
を
見
せ
る

小
・
中
学
生
の
姿
や
、
そ
の
よ
う
な

子
ど
も
た
ち
に
笑
顔
で
接
す
る
町
民

の
方
々
を
目
に
す
る
に
つ
け
、
子
ど

も
た
ち
の
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
全
て
の
基
本
に
な
る
と
の
認
識
を

深
め
て
お
り
ま
す
。
過
去
と
現
在
を

踏
ま
え
、
将
来
を
見
据
え
な
が
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
町
づ
く
り
に

も
生
き
る
よ
う
な
浪
江
町
の
教
育
復

興
を
目
指
し
、
そ
の
道
筋
を
付
け
る

た
め
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

浪
江
町
の
教
育
は
未
曾
有
の
災
害

か
ら
抜
け
出
て
、
辛
く
厳
し
い
経
験

を
生
か
し
な
が
ら
明
る
い
未
来
を
切

り
拓
く
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
楽
観
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
が
希
望

を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
方
の
ご

理
解
と
ご
支
援
を
重
ね
て
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

…………………　教育の話題　…………………

帰還後、子どもたちはこんな学校で
浪江町への帰還後の学校については、放射線

量が比較的低く、周辺環境が早く整い、施設整備
や通学面でも条件の良い浪江東中学校の場所を選
んで、安全を第一に再開に向けた準備を進めてい
ます。
浪江東中学校校舎は、主に２階は小学生、３

階は中学生の場としながら、小・中学生一緒のラ
ンチルーム、図書室とコンピュータ室を組み合わ
せたメディアルーム、小・中の先生が連携を取り
やすい職員室など、全面的に改修します。それに
加え、保護者の働いている状況に関わりなく０～
５歳児の教育と保育を一体的に行う「認定こども
園」を校地内に新設して、幼児から小・中学生ま
でが交流や学びを一緒にできるようにします。
また、帰還当初は少人数での教育となること

が予想されます。一人一人に寄り添いながらきめ
細かな指導援助ができる体制を整え、地域の人々
にも幅広く参加していただいて浪江町の子どもを
皆で見守り育てる活動を進めます。

「学校でつながる」セカンドスクール構想
現在、浪江町立学校長会と教育委員会が共同

して「セカンドスクール」を立ち上げる準備をし
ています。
セカンドスクール（区域外就学などで実際に

通学する学校とは別の第２の学校）は、情報機器
等（町や学校のホームページ、タブレット端末ア
プリなど）を用いて仮想の学校を立ち上げて、そ
の学校を介して各地に分散している浪江町の子ど
もたちや保護者、町民等を結び付ける仕組みで
す。構想が具体化しましたら改めてセカンドス
クールへの参加についてご案内をします。
また、その関連事業として秋には「2016あつ

まれ二本松へ！浪江町子ども体験プロジェクト
（仮称）」を計画していますので、合わせてどう
ぞよろしくお願いします。
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浪
江
町
長　

馬　

場　
　
　

有

町民の皆さんへ

真
夏
日
が
続
き
、
暑
さ
の
疲
れ
が
出
て
く
る
季
節
で
す
が
皆
さ
ま
お
元
気
で

お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
夏
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
十
分
な
睡
眠
・
こ
ま
め
な
水
分
補
給
・
ラ

ジ
オ
体
操
を
し
て
健
康
維
持
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

町
は
、
６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
県
内
外
の
８
か
所
で
住
民
懇
談
会
を
行

い
、
延
べ
１
，
２
０
０
人
を
超
え
る
皆
さ
ま
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町

か
ら
は
、
有
識
者
の
方
々
に
よ
る
検
証
結
果
の
報
告
書
の
概
要
を
説
明
し
た

後
、
避
難
指
示
解
除
に
関
す
る
考
え
方
を
国
等
か
ら
説
明
し
て
い
た
だ
き
、
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
様
々
な
考
え
や
浪
江
に
対
す
る
愛
着

の
思
い
を
聞
く
こ
と
が
で
き
、
そ
の
思
い
を
行
政
へ
反
映
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
感
じ
た
住
民
懇
談
会
で
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
放
射
線
に
よ
る
健
康
リ
ス
ク
へ
の
懸
念
の
声
が
多
く

あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
放
射
線
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
放
射
線
量
の
数
値
が
い

く
つ
以
上
が
危
険
で
、
い
く
つ
以
下
な
ら
安
全
と
い
う
判
断
が
専
門
家
の
間

で
も
分
か
れ
て
い
ま
す
。
国
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
（
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
）

の
発
表
し
た
20
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
基
準
と
し
て
判
断
し
て
い
ま
す
が
、
私

た
ち
が
長
期
的
に
目
標
と
し
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
震
災
前
の
状
況
に

戻
す
こ
と
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
達
成
に
は
相
当
の
時
間
が
か
か
る
の
も
ま
た
事
実
で
あ
り

ま
す
。

町
と
し
て
は
、
専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
線
量
低
減
に
向
け
た
取
組

み
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
町
で
配
布
し
て
い
る

バ
ッ
ジ
式
線
量
計
や
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
カ
ウ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る
健
康
管
理
に
加

え
、
相
談
窓
口
の
設
置
や
相
談
員
の
配
置
、
放
射
線
の
勉
強
会
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
国
に
対
し
て
は
除
染
の
要
望
等
を
行
い
、
皆
さ
ま
の
放
射
線
に
対
す

る
不
安
の
解
消
へ
と
つ
な
げ
る
対
策
を
引
き
続
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

一
方
で
、
「
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
浪
江
町
民
」
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
は
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
維
持
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
事
情

で
相
当
期
間
は
帰
れ
な
い
と
い
う
方
も
、
お
盆
や
お
彼
岸
に
は
浪
江
町
に
き
て

お
墓
参
り
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
え
て
ま
い
り
ま
す
。

町
外
で
生
活
を
続
け
る
皆
さ
ま
の
た
め
の
施
策
と
し
て
は
、
二
本
松
市
油
井

字
石
倉
地
内
に
仮
設
診
療
所
を
整
備
し
ま
す
。
こ
の
診
療
所
は
復
興
公
営
住
宅

敷
地
内
に
あ
り
、
生
活
サ
ポ
ー
ト
施
設
と
集
会
所
も
併
設
予
定
で
す
。
さ
ら

に
、
交
流
館
を
利
用
し
な
が
ら
、
町
民
と
の
絆
を
深
め
る
交
流
会
を
数
多
く
行

い
、
情
報
発
信
の
場
と
し
て
活
用
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
は
、
来
年
春
の
避
難
指
示
解
除
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
イ
ン
フ

ラ
・
生
活
環
境
整
備
の
ハ
ー
ド
面
を
今
年
度
中
に
は
形
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
併
せ
て
、
復
興
公
営
住
宅
、
賃
貸
住
宅
を
含
め
た
住
環
境
の
整
備
も
並

行
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
浪
江
町
に
と
っ
て
、
帰
町
へ
向
け
た
復
興
の
ス
タ
ー

ト
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
５
年
が
ま
ち
づ
く
り
の
正
念
場
と
な
る
で

し
ょ
う
。
震
災
前
の
よ
う
な
2
1
，
0
0
0
人
の
町
で
な
く
て
も
、
町
民
が
苦

難
か
ら
立
ち
上
が
り
、
皆
が
笑
顔
で
生
活
し
て
い
る
町
を
目
指
し
て
、
復
旧
・

復
興
へ
と
力
を
傾
注
し
て
い
く
所
存
で
す
。

復
旧
・
復
興
作
業
は
、
低
線
量
の
避
難
指
示
準
備
区
域
・
居
住
制
限
区
域
か

ら
先
行
し
て
進
ん
で
い
ま
す
が
、
帰
還
困
難
区
域
を
置
き
去
り
に
し
て
い
る
訳

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
へ
は
除
染
計
画
の
策
定
を
要
望
し
、
震
災
前
の
生
活
が

一
日
も
早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
地
区
代
表
者
の
方
と
拠
点
づ
く
り
に
つ
い
て

の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
浪
江
の
復
興
は
、
あ
く
ま
で
も
オ
ー
ル
浪
江
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
低
線
量
区
域
の
避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
も
、
帰
還
困
難

区
域
が
帰
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
帰
町
・
帰
還
宣
言
は
し
ま
せ
ん
。

復
興
は
町
行
政
だ
け
で
は
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
、
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。

住
民
一
人
一
人
が
希
望
を
見
出
し
、
そ
の
希
望
を
夢
で
終
わ
ら
せ
ず
実
現
で
き

る
よ
う
な
町
を
創
建
し
て
い
く
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
暑
さ
が
厳
し
い
の
で
体
調
を
く
ず
さ
れ
ま
せ
ん
よ
う
お
体
を
ご
自

愛
く
だ
さ
い
。
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東京電力の提示金額に納得できない方など、どなたでも当センターをご利用頂けます。
現在の申立て以外の損害についても、申立て可能です。また、裁判よりも手続が簡便かつ
無料※1で、ご本人様お一人でも申立てができます。証拠書類がない場合でも申立て可能で
あり、仲介手続きの中で、センターの調査官が不明な点を丁寧にお伺いします。
手続きが終了している17,705件のうち、８割強である14,706件※2が和解成立に至ってい

ます。 ※１ 送料等の実費は発生します。　※２ 平成28年６月末現在の件数です。

　　　　　　　　避難指示解除準備区域（浪江町）に居住し、同地域の漁港を拠点とす
る漁船の乗組員をしていた申立人について、休漁期間中の給与相当額から、船主から一部支
払を受けた額を控除した額の就労不能損害が賠償された事例（東京電力は、船主に対して乗
組員の給与を含む休漁損害を賠償済みであると主張）（和解事例930）。
※和解事例は、あくまで申立人の個別事情に基づいて和解した例であり、一般的に適用される基準ではありません。

原子力損害賠償紛争解決センター　無料電話　0120（377）155
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＊掲載ご希望の企業・店舗の方は、ご連絡ください＊

復興推進課情報統計係
0243（62）4731
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ご自宅等にある宗教的物品（仏壇・神棚など）の処分を希望される場合は、魂抜きなど
を各自で行っていただいたうえで小型の物は可燃・不燃に分別し、中身の見える袋に入れ
てごみステーションへお出しください（町内全域）。大型の仏壇・神棚などは、粗大ごみ
として回収業者（※1）へお申込みください（帰還困難区域以外）。

　 

　 

　 

　 

自宅等のリフォームを業者に依頼した場合、そこで発生した廃材等については、産業廃
棄物の扱いとなるため、リフォームした業者の責任で処分をしなければなりません。不明
な点は業者の方が、福島県産業廃棄物協会（※2）までお問い合わせください。

環境省による除染作業の際に外にあった物を集めたフレコンバッグは、順次、回収業者
（※1）による回収を進めています。必要な物が含まれている場合は早めに確認し、各ご家庭
で移動・保管するようお願いします。
また、早急に回収を希望される場合は、回収業者（※1）へ直接お申込みください。

被災した家屋等の解体の受付を行っています。希望される方は、家屋の解体申請受付セ
ンター（※3）、または相談窓口（※4）までお問い合わせください。受付をしてから工事までか
なりの期間を要しますので、お早めにご相談ください。

　
 

● ●

双葉運輸株式会社コールセンター
　 　 0120（46）5175
受付時間：８時30分～17時

　　　　　　　（土日・祝日を除く）

　 　 0120（46）0232
（24時間受付）

　 

廃棄物等の回収申込み先 被災家屋等の解体受付に関する
申込み・相談窓口

産業廃棄物の処分に関する問い合わせ先

　 

　 

福島県産業廃棄物処理協会
　 　 024（524）1953
受付時間：８時30分～17時

　　　　　　　（土日・祝日を除く）

株式会社高島テクノロジーセンター

　　家屋の解体申請受付センター

　 　 0120（603）016
受付時間：８時30分～16時30分
　　　　　　　（土日・祝日を除く）

　　除染および災害廃棄物等に関する
　　相談窓口

　 　 0120（505）043
受付時間：９時～17時

　　　　　　　（土日・祝日を除く）

（※1）

（※2）

（※3）

（※4）

　 

���

愛称愛称
　「浪江町仮設商業共同店舗施設」の

　　　　　を募集します

イメージ図

　 

　 

　 

　 

　
 

● ●
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町は、平成28年10月のオープンを目指し、仮設の商業共同店舗施設の建設を進めています。
この施設は、浪江町に帰町する方々にとっての買い物環境向上のために整備しているもの
で、食材や雑貨などの小売店や、飲食店、クリーニング、コインランドリーといった店舗が入
居開店する予定です。また、併設する広場は、交流の場として利用いただけるほか、イベント
の開催も予定されています。
この施設を、浪江町に帰ってこられた方々が集い、親しんでもらえる場所としていただくた
めに、町民の皆さまから愛称を募集します。奮ってご応募ください。

公 募 詳 細

愛称愛称愛称
　「浪江町仮設商業共同店舗施設　「浪江町仮設商業共同店舗施設」の

　　　　　　　　　　を募集します募集します
　「浪江町仮設商業共同店舗施設」の

　　　　　を募集します

イメージ図イメージ図イメージ図
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　健康保険課健康係　　0243（62）0168
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江町応急仮設診療所のお医者さん
　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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【お問い合わせ】浪江町商工会 TEL：0243（22）9100
　　　　　　　　　　　  HP：http://www.nsci.or.jp/

　詳細につきましては、８月 15日発行のお知らせ版と
一緒に配布するチラシ、または浪江町商工会ホームペー
ジをご確認ください。

　11月19日（土）に岳温泉に宿泊（事前予約）できるクー
ポンです。当選者の方には宿泊日の当日、十日市祭会場
にて無料の簡単なイベントに参加して頂きます。

≪申込み条件≫
1. 震災時（H23.3.11 時点）に浪江町民の方
2.１グループまたは 1家族、2名以上で一室利用となります
3. 往復はがきでご応募ください

抽選で50組に1万円の宿泊クーポンが当たる!!

あつまっぺ二本松あつまっぺ二本松

故郷へ 想いをこめて

と き  平成 28 年11月19日（土）・20日（日）
場 所  二本松駅前周辺

復興
なみえ町
復興
なみえ町

今年も開催します！

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　復興推進課情報統計係
0243（62）4731　　

６月11日（土）に伊達市保原体育館にて、第69回福島県消防大

会が開催されました。

本大会は、県内の消防人が一堂に会し、消防力の充実強化な

ど当面する消防問題を協議するとともに、各種表彰を行い士気

の高揚と団結をはかり、活力ある消防体制を推進し、広く県民

の防災意識の向上に資することを目的としています。

各種表彰者は以下のとおりです。（敬称略）

【福島県知事表彰】

永年勤続章　　筒田富男、今野　昇、吉田国男、小関　泉、

髙橋將之、門馬秀昭
【福島県消防協会定例表彰】

功績章　愛澤健次

精勤章　鈴木大久、花岡敏雄、大友英樹

感謝状　渡部　好、山田　定、長岡正訓

【福島県知事表彰】

＊永年勤続章　 筒田富男、今野　昇、吉田国男、

　　　　　　　 小関　泉、髙橋將之、門馬秀昭
【福島県消防協会定例表彰】

＊功　績　章　 愛澤健次

＊精　勤　章　 鈴木大久、花岡敏雄、大友英樹

＊感　謝　状　 渡部　好、山田　定、長岡正訓

７月４日、浪江中学校で、神奈川県横浜市にある偏

照寺住職の柴義彰さんを講師にむかえた講演会が行わ

れました。柴さんは震災後いち早くパソコンや柔道着

などの物資をお贈りくださり、そのご縁で毎年同校を

訪問して教育活動の支援を続けてくださっています。

３年前に続いて２回目となった今回の講演会で柴さ

んは、生きるとはどういうことか、なりたい大人にな

るためには苦しいことに負けずに困難を乗り越えて、

楽しめる心を大きく育ててもらいたい、などと生徒に

語りかけました。

生徒にとって将来の夢や希望の実現へつなげるよい

機会になりました。
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操作方法に関するお問い合わせは、浪江町タブレットサポートセンターへ
☎ 0800（919）3287 （平日  9時～17時15分） ※通話料無料
復興推進課 情報統計係 　　0243（62）4731　　0243（22）4218

なみえタブレット
「タブレット講習会」開催のご案内

　大変お待たせしました。県南地区のタブレット講習会の日程が
決まりました。ぜひこの機会にご参加ください。

　毎月１回町長からのメッセージをお届け！さらに
広報なみえに掲載された内容を、より詳しくお伝え
する「広報ピックアップ」のコーナーや、活躍する
浪江町民をご紹介する「なみえニュース」のコーナー
など情報満載です。なみえ新聞内の『なみえチャン
ネル』をぜひご覧ください。

　これまで浪江町タブレットでしか見られなかった「なみえ新聞」ですが、町民の
方であれば、ご自身のスマートフォンでも見られます！ぜひご利用ください。

◎浪江町議会の開会時には、本会議の様子をタブレットで生中継しています。
　（※中継が始まり次第、なみえ新聞に掲載しています。）
◎6/23 ～ 7/5 にかけて行われた浪江町住民懇談会のうち仙台会場での録画映像
　を掲載しました。（※まだご覧になっていない方は、なみえ新聞内の記事を探
　すボタンから検索ください。）

① スマートフォンからPlay Store を開きます。
② 「浪江町」で検索します。
③ 「なみえ新聞」のボタンを押してインストールします。
④ 「なみえ新聞」を開くと、初期登録の画面が表示され
　 ますので、案内に従って登録ください。

時間●13時～15時（開場：12時 30分）
場所●白河市立図書館 小会議室１

なみえ新聞で毎週金曜日更新♪
『なみえチャンネル』ご存じですか？

◆なみえ新聞がスマートフォンで見られます ※Androidのみ

（白河市道場小路９６-５）
JR東北本線「白河駅」より徒歩 5分 /駐車場有

８/６　　
白河会場

（土）

通 信

浪江のニュースを分かりやすく動画でお伝えしています！

・・・なみえ新聞の動画配信は他にもいろいろ・・・

登録方法
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消防署からのお知らせ

消しましょう
その火　その時　その場所で

平成28年度全国統一防火標語

火事と救急は119番
浪江消防署　 0240（34）7360
富岡消防署　 0240（25）2119

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　

楽
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花
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●募集対象
浪江町の中学生、高校生、大学生の皆さん
（平成23年３月11日時点で、浪江町に住民票
があった方）
●原稿内容等
【様　式】応募様式は自由です。
【文字数】1,000字程度
　　　　（400字詰めの原稿用紙２～３枚）
【原稿内容】
・浪江町で暮らしていた時の思い出
・最近の生活での出来事
・将来の浪江町への想い
　　　　　　などを自由に書いてください。
【必要事項】
文末に、応募者の①お名前②学校名③学年④避
難先住所⑤電話番号を記入してください。
●募集期間
平成28年８月１日（月）～９月９日（金）（必着）

●応募方法
浪江のこころプロジェクト事務局まで郵送または
メールでご応募ください。
※学校単位で応募する場合は、学校経由で応募して
ください。

【郵送先】
浪江のこころプロジェクト事務局（浪江町役場復興
推進課情報統計係）
〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　namie12030@town.namie.lg.jp
●その他
・応募者には、記念品を進呈します。
・応募原稿はお返ししません。
・応募いただいた原稿は、広報なみえの「浪江のこ
ころ通信」のコーナーに、ご本人の顔写真ととも
に掲載させていただくことがあります。その際に
は、個別に連絡させていただきます。

平成23年３月11日に発生した東日本大
震災、そして福島第一原子力発電所の事故
により、故郷を遠く離れて生活を続けてい

る浪江の中学生、高校生、大学生の皆さん。
浪江町で過ごした日々の思い出や、最近の

出来事、将来の浪江町への想いなどを聞かせて
ください。

　・　浪江のこころプロジェクト事務局（浪江町役場復興推進課情報統計係）
　　　〒964-0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　 0243（62）4731　　0243（22）4218
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梅雨の晴れ間、阿武隈高原の爽やかな風が心地良い日に、田村市船引町のご自宅にお邪魔しました。
敷地内には、交流拠点にと願って造られた、可愛らしいログハウスのサロン兼手芸店『Ｉｙａｎｂｅｅ
（いいやんべえ）』があります。
たくさんの人たちの手によって作られたさまざまな作品に囲まれて、訪れた方々がお喋りをしたり、
ゆったりした時間を過ごしたりしながら元気になって、「明日も頑張れるよ！」と言ってくれるような
場所になったら嬉しいと、吉田さんは話してくださいました。

吉田由美子さん（室原）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：６月20日

癒され、励まされるたびに、私もそんな
“元気の素”になりたいと思っています

◆
３
月
11
日
、
あ
の
大
地
震
の
時
は
ど

う
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
か

双
葉
町
の
実
家
で
凄
ま
じ
い
揺
れ

に
襲
わ
れ
ま
し
た
。
窓
ガ
ラ
ス
に
は
亀

裂
が
入
り
、
庭
の
井
戸
か
ら
水
が
逆
流

し
て
い
ま
し
た
。
同
居
す
る
夫
の
両
親

が
心
配
に
な
り
、
急
い
で
戻
ろ
う
と
し

ま
し
た
が
、
道
が
隆
起
し
て
い
て
３
時

間
も
か
か
り
ま
し
た
。
義
父
母
と
夫
、

子
ど
も
た
ち
６
人
が
住
む
自
宅
は
築
１

０
０
年
以
上
経
つ
古
い
家
で
し
た
が
、

相
当
丈
夫
に
建
て
ら
れ
た
の
か
、
そ
れ

と
も
室
原
の
地
盤
が
頑
丈
だ
っ
た
の

か
、
も
の
が
落
ち
た
り
、
停
電
に
な
っ

た
り
し
た
も
の
の
、
何
と
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

た
だ
テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
つ
か
な

か
っ
た
の
で
原
発
事
故
の
こ
と
は
全
く

分
か
ら
ず
、
４
日
目
に
訪
れ
た
自
衛
隊

の
方
々
か
ら
避
難
を
告
げ
ら
れ
ま
し

た
。
渋
る
義
父
を
説
得
し
、
伊
達
市
保

原
の
叔
父
の
家
に
。
既
に
大
勢
の
親
戚

が
身
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
の
で
、
義
父

母
を
預
け
、
夫
と
私
と
子
ど
も
た
ち
は

飯
坂
温
泉
の
旅
館
に
３
月
19
日
ま
で
滞

在
し
ま
し
た
。
飲
料
水
も
お
風
呂
も
有

り
難
か
っ
た
で
す
。

◆
こ
の
船
引
の
家
に
落
ち
着
か
れ
る
ま

で
の
こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

友
人
か
ら
「
新
潟
県
上
越
市
に
直

ぐ
に
入
居
で
き
る
ア
パ
ー
ト
が
あ
る
」

と
連
絡
が
あ
り
、
19
日
に
移
動
し
ま
し

た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
部
屋
に
は
人
数

分
の
お
布
団
が
用
意
さ
れ
、
近
所
の

方
々
が
お
料
理
や
鍋
や
釜
、
衣
類
に
至

る
ま
で
差
し
入
れ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
支
援
物
資
の
案
内
を
し

て
く
だ
さ
る
な
ど
、
心
を
尽
く
し
て
助

け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
上
越

市
で
当
分
暮
ら
す
つ
も
り
で
し
た
か

ら
、
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
な
い
よ

う
、
介
護
の
資
格
取
得
を
目
指
し
て
学

校
に
も
通
い
ま
し
た
。
今
で
も
そ
の
時

の
仲
間
と
は
親
し
く
連
絡
を
取
り
合
っ

て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
に
義
父
母
が
郡
山
市

の
借
上
げ
住
宅
に
移
り
、
私
た
ち
も
高

齢
の
二
人
を
見
守
る
た
め
に
福
島
に
戻

り
ま
し
た
。
義
母
は
一

昨
年
亡
く
な
り
ま
し
た

が
、
２
０
１
４
年
春
、

こ
の
家
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
こ
こ
は
、
ふ
る

さ
と
の
室
原
を
思
い
出

さ
せ
る
よ
う
な
、
静
か

で
の
ん
び
り
と
し
て
い

て
、
大
ら
か
な
自
然
が

楽
し
め
ま
す
。
義
父
も

環
境
の
お
か
げ
で
し
ょ

う
か
、
元
気
に
な
り
ま

し
た
。

◆
『
Ｉ
ｙ
ａ
ｎ
ｂ
ｅ
ｅ
』
の
こ
と
を
詳

し
く
教
え
て
く
だ
さ
い

こ
の
ロ
グ
ハ
ウ
ス
は
、
散
り
散
り

に
な
っ
た
浪
江
の
方
々
や
親
し
く
な
っ

た
手
芸
仲
間
の
交
流
の
場
に
す
る
た
め

に
つ
く
り
ま
し
た
。
も
と
も
と
手
芸
な

ど
、
も
の
づ
く
り
が
好
き
で
、
県
内
各

地
で
開
か
れ
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
り
、
浪
江
町
の
交
流

施
設
で
教
え
た
り
す
る
う
ち
に
、
こ
こ

を
手
芸
品
店
に
し
た
ら
集
ま
り
易
い
の

で
は
と
思
い
、
今
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
作
り
手
は
お
よ
そ
12
、
３

人
。
作
品
は
１
０
０
点
以
上
展
示
、
販

売
し
て
い
ま
す
。
浪
江
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

に
頻
繁
に
投
稿
し
た
り
、
ネ
ッ
ト
販
売

を
し
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
時

に
は
口
コ
ミ
で
宣
伝
し
た
り
し
な
が
ら

こ
こ
を
み
な
さ
ん
に
伝
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
や
り
た
い
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
気

軽
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
癒
し
の
空
間

と
し
て
、
発
信
し
続
け
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

福島県

▲今、人気の麻紐バック（自作）を手に。
「まもなくイベントなのですが、間に合うかな」
と笑っていらっしゃいました。

▲船引三春ＩＣから田村市方面に向かって
車で約５分。道路沿いの看板が目印です。

『 Iyanbee（いいやんべぇ）』
田村市船引町春山仲ノ縄419番1
　080(5221)1319（吉田さん携帯）
　http://s.ameblo.jp/iyanbee

　平成23年３月11日に発生した東日本大震災、

そして福島第一原子力発電所の事故により、福島

県内外に分散避難した浪江町民。長期化する避難

生活、先の見えない不安の中で、町民の皆さんが

どのような思いで生活し、ふるさとへの思いを抱

いているのか。

　こうした町民の思いをつなげるために、“浪江の

こころプロジェクト”が立ち上げられました。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さ

んが取材を進め、浪江町との連携のもと「浪江の

こころ通信」が編集・発行されます。

　浪江のこころプロジェクトは、分散避難してい

る町民の皆さんの声を「浪江のこころ通信」を通

してお届けし、ふるさと浪江町がかつての暮らし

を取り戻すことへの願いとこだわりを発信・共有

しようとするものです。

※一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、
東北圏（７県）の地域コミュニティ再生や協働の
まちづくりの推進を目的として、大学、ＮＰＯ、
企業、経済団体、行政等が連携したコミュニティ
支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第62号 ●

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から５年以上が経過した今、感
じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

「浪江のこころ通信／第62号」への
感想をお寄せください。

【連絡先】〒964－0984 福島県二本松市北トロミ573番地
　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0243（22）4218
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震災前は、樋渡地区で「理容しが」を営んでいた志賀さん。現在
は、栃木県那須町に新築した自宅で次男と暮しながら、自宅のすぐ隣
に開店した「いなか本舗」で「なみえ焼そば」や定食などを提供して
います。震災以後、気になっているのは、床屋に来てくださっていた
方々の近況。「みなさん、どこでどんな暮らしをされているのか…」。
離ればなれになった知り合いとの再会を切望していらっしゃいます。

志賀みき子さん（樋渡）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　遠藤
取材日：６月24日

床屋にお越しいただいていた皆さま、お元気ですか。
私は那須で頑張っています！

◆
娘
の
側
で
暮
ら
す
こ
と
を
決
断

現
在
住
ん
で
い
る
那
須
町
に
引
っ

越
し
た
の
は
、
平
成
27
年
2
月
。
次

女（
娘
）が
那
須
町
に
土
地
を
求
め
定

住
す
る
こ
と
を
決
め
た
か
ら
で
す
。

息
子
と
も
相
談
し
て
、
子
ど
も
の
側

で
暮
ら
し
て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
27
年

11
月
に
「
い
な
か
本
舗
」
を
開
店
。

な
み
え
焼
そ
ば
や
定
食
を
ラ
ン
チ
タ

イ
ム
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

震
災
前
は
床
屋
だ
っ
た
の
に
、
な

ぜ
飲
食
店
を
は
じ
め
た
か
と
い
う

と
、
以
前
か
ら
実
家
の
母
に
習
っ
た

「
か
ぼ
ち
ゃ
ま
ん
じ
ゅ
う
」
や
惣
菜

な
ど
の
販
売
も
し
て
い
た
か
ら
な
ん

で
す
。
地
域
の
方
か
ら
注
文
を
い
た

だ
い
た
り
、
店
頭
で
販
売
し
た
り
し

て
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
お
客
様
と

話
し
を
し
な
が
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
す
る
の
が
好
き
で
す
ね
。

店
は
落
ち

着
い
た
古
民

家
風
の
造
り

で
テ
ラ
ス
席

が
あ
り
、
席

数
は
13
席
ほ

ど
。
店
横
に

は
小
川
も
流

れ

て

い

ま

す
。
こ
の
周

辺
に
は
、
浪

江
町
や
双
葉

郡
か
ら
避
難

さ
れ
て
い
る

方
も
結
構
お
ら
れ
ま
す
。
そ
ん
な
皆

さ
ん
が
気
軽
に
お
茶
飲
み
に
き
て
欲

し
い
で
す
し
、
さ
ら
に
は
那
須
町
の

お
客
様
と
の
交
流
も
楽
し
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
自
分
の

ボ
ケ
防
止
で
す
ね（
笑
）。

◆
二
本
松
市
の
仮
設
住
宅
で
の
暮
ら
し

震
災
後
は
、
川
俣
町
や
猪
苗
代
町

に
避
難
し
、
長
く
過
ご
し
た
の
は
二

本
松
市
の
仮
設
住
宅
で
し
た
。
自
治

会
で
は
班
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
イ
ベ
ン
ト
や
野
菜
の
販
売
な
ど

を
手
伝
っ
た
り
し
ま
し
た
。
浪
江
の

方
が
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
知

り
合
い
や
友
達
が
で
き
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
て
い
ま
し
た
よ
。

仮
設
住
宅
に
住
ん
で
い
る
期
間
に

は
、
同
居
し
て
い
た
叔
母
が
平
成
24

年
に
、
夫
が
平
成
25
年
に
亡
く
な
り

ま
し
た
。
悲
し
く
寂
し
い
時
間
が
流

れ
て
い
き
ま
し
た
。
人
と
会
っ
て
い

る
時
は
笑
顔
が
出
て
も
、
一
人
に
な

る
と
ボ
ー
ッ
と
し
て
、
何
か
心
に
穴

が
開
い
た
よ
う
な
気
持
ち
に
な
る
ん

で
す
。
で
も
、
夫
が
亡
く
な
っ
て
３

年
。
悲
し
ん
で
ば
か
り
で
な
く
前
を

向
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
避
難
指
示
解
除
後
へ
の
悩
み
や
心
配

浪
江
の
暮
ら
し
で
の
大
切
な
思
い

出
は
、
友
人
夫
婦
や
知
人
と
一
緒

に
、
双
葉
町
の
石
熊
山
に
山
小
屋
を

作
っ
て
楽
し
ん
だ
こ
と
で
す
。
斜
面

を
整
地
し
、
し
い
た
け
の
原
木
を
置

き
、
花
見
や
芋
煮
会
、
カ
ラ
オ
ケ
な

ど
を
し
た
も
の
で
す
。
で
す
が
、
今

は
線
量
が
高
い
の
で
今
後
も
行
け
る

よ
う
に
な
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
一

緒
に
過
ご
し
た
友
人
夫
婦
も
今
は
バ

ラ
バ
ラ
。
残
念
で
す
…
。

今
後
、
避
難
指
示
解
除
に
な
っ
て

か
ら
ど
う
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
悩

ん
で
い
る
状
況
で
す
。
隣
近
所
の
方

は
帰
る
の
だ
ろ
う
か
、
全
体
で
ど
の

く
ら
い
の
方
が
戻
る
の
だ
ろ
う
か
。

息
子
に
は
震
災
に
関
わ
る
残
務
を
残

し
た
く
は
な
い
、
な
ど
と
い
ろ
い
ろ

考
え
ま
す
。
し
ば
ら
く
は
様
子
を
見

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

心
配
な
こ
と
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
店
で
い
ろ
ん
な
方
と
語

り
合
い
、
交
流
で
き
れ
ば
う
れ
し
い

で
す
。

栃木県

　　　『いなか本舗』
営業時間：11～14時
　　　　　（３人以上の予約で時間外も可能）
定 休 日：月曜、火曜（臨時休業もあり）
栃木県那須郡那須町高久乙594－92 
　(道の駅「友愛の森」の裏手)
　0287（74）5822

▲「いなか本舗」の店内で、「定食：なみえ
焼そばのAコース」を前に
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国際協力機構（JICA）青年海外協力隊の平成28年度１次隊と
して、カリブ海にあるジャマイカへ２年間派遣される村井さん。
初めての活動に対して不安に感じることはあまりなく、期待度
95％とおっしゃいます。出発を３日後に控えての意欲あふれる
気持ち、将来取り組みたいことなどを伺いました。

村井阿理沙さん（棚塩）
取材者：浪江町役場　佐々木・鴫原
取材日：６月24日

自身も成長して、
社会的に還元できる活動にしたい

◆
浪
江
の
思
い
出

毎
年
の
よ
う
に
友
人
と
行
っ
て
い

た
十
日
市
で
は
、
チ
キ
ン
ス
テ
ー
キ

と
り
ん
ご
飴
を
食
べ
、
高
校
時
代
は

自
転
車
で
サ
ン
プ
ラ
ザ
へ
行
き
、
友

人
と
プ
リ
ク
ラ
を
撮
っ
た
り
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、

う
な
ぎ
屋
さ
ん
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

や
、
み
ん
な
で
海
に
行
っ
た
こ
と
、

縄
の
れ
ん
で
な
み
え
焼
そ
ば
を
よ
く

食
べ
た
こ
と
も
思
い
出
し
ま
す
。

◆
仕
事
と
海
外
協
力
隊
応
募
の
き
っ

か
け

新
薬
開
発
の
た
め
の
治
験
デ
ー
タ

を
集
め
る
会
社
で
海
外
営
業
を
し
て

お
り
、
年
に
2
〜
3
回
ア
メ
リ
カ
へ

行
っ
て
い
ま
し
た
。
大
学
も
ア
メ
リ

カ
に
留
学
し
た
の
で
、
英
語
に
不
自

由
は
あ
り
ま
せ
ん
。
青
年
海
外
協
力

隊
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
中
学
生
の

頃
。
ア
フ
リ
カ
を
特
集
し
た
国
際
協

力
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
で
、
子
ど

も
た
ち
の
綺
麗
で
純
粋
な
笑
顔
を
見

て
、
自
分
の
力
で
こ
の
笑
顔
を
作
っ

て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
時
間
は
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
会
社
の
上
司
と
将
来
に
つ
い
て

話
す
う
ち
に
背
中
を
押
し
て
も
ら
い

応
募
し
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容
・
や
り
た
い
こ
と

こ
れ
ま
で
の
仕
事
の
経
験
を
即
戦

力
と
し
て
活
か
せ
て
、
現
地
語
が
英

語
の
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
第
一
希
望
で
し

た
。
職
種
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
。

ゴ
ミ
に
関
す
る
改
善
と
現
地
の

N
G
O
と
の
活
動
を
通
し
て
N
G
O

自
体
の
活
性
化
、
資
金
の
調
達
も
要

請
内
容
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
地

の
方
と
密
着
し
な
が
ら
、
地
域
の
ほ

か
の
問
題
点
も
一
緒
に
探
し
出
し
解

決
策
を
見
つ
け
る
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
現
地
の
方
の
収
益
に
つ
な

が
る
活
動
と
し
て
、
音
楽
、
ア
ー
ト
、

リ
サ
イ
ク
ル
商
品
販
売
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
住
民
を
巻
き
込
ん
で
の

開
発
を
し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
押
し
つ
け
で
は
な
く
、
現
地
の
成

長
と
特
徴
を
生
か
し
な
が
ら
ど
う
活

動
す
る
か
の
模
索
中
で
す
。

◆
帰
国
後
の
こ
と

5
年
以
上
働
い
て
き
た
こ
と
や
留

学
の
経
験
、
能
力
を
活
か
せ
る
機
会
を

与
え
て
も
ら
っ
た
の
で
、
自
分
の
成
長

も
楽
し
み
で
興
味
が
あ
り
ま
す
。
私
自

身
は
行
政
の
仕
事
を
し
た
こ
と
が
な
い

の
で
、
教
え
る
こ
と
よ
り
学
ぶ
こ
と
が

多
い
と
思
い
ま
す
。
派
遣
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
社
会
的
に
還
元

す
る
こ
と
で
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
完
了
で

き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
帰
国
後
は

復
職
し
、
発
展
途
上
国
に
対
し
て
安

く
て
質
の
良
い
薬
を
届
け
る
活
動
を

し
て
い
き
た
い
し
、
青
年
海
外
協
力

隊
に
興
味
が
あ
る
人
の
後
押
し
を
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

復
興
を
進
め
て
い
る
途
中
の
浪

江
・
双
葉
・
福
島
県
に
は
、
も
う
少

し
海
外
と
繋
が
り
を
持
っ
て
活
性
化

で
き
る
よ
う
な
形
で
協
力
し
て
い
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
国

や
他
の
県
か
ら
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な

が
ら
復
興
に
向
け
て
頑
張
っ
て
い
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
帰
国
は
2
年
後
に
な
り

ま
す
が
、
良
い
形
で
報
告
で
き
る
よ

う
に
頑
張
っ
て
き
ま
す
の
で
応
援
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

東京都

▲人との交流が好きという村井さん。
　聡明で明るい笑顔が素敵でした。
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福島県

あの日から５年５か月が経ちます。わが浪江町での思い出がいっ
ぱい。出逢った人達すべてが脳裏に浮かびます。
震災で浪江町がバラバラになりました。こんな事があっていいも
のか。突然の不安と驚きで、余儀なく避難をしたあの日から、忘れ
られない想いが悲しみ、悔しさとなって残っています。でも、日に
日に薄れていきそうな想い出の風景となっていきそうです。

いわき市内にお暮らしの岡田さんから、近況をお知らせいただきました。

岡田ミヨ子さん（井手）

お世話になった、たくさんの方に
お礼の気持ちを伝えたいです

◆
夫
は
南
相
馬
、
私
は
い
わ
き
に
暮

ら
す
こ
と
に

必
死
で
車
を
走
ら
せ
、
東
京
に
向

か
っ
た
あ
の
日
。
道
中
辺
り
は
暗
く

な
り
、
途
中
休
み
な
が
ら
、
夫
の
親

戚
が
い
た
横
浜
ま
で
た
ど
り
着
き
ま

し
た
。
そ
の
後
、
引
越
し
を
幾
度
と

し
ま
し
た
。
住
ま
い
は
団
地
、
マ
ン

シ
ョ
ン
、
ア
パ
ー
ト
と
す
べ
て
味
わ

い
ま
し
た
。

夫
は
、
浪
江
緑
化
と
い
う
造
園
業

の
会
社
を
営
ん
で
い
ま
し
た
。
一
時

は
廃
業
も
考
え
、
ず
い
ぶ
ん
と
葛
藤

し
ま
し
た
が
、
造
園
建
設
業
協
会
の

皆
さ
ん
の
後
押
し
も
あ
っ
て
、
南
相

馬
で
事
業
を
再
開
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

私
は
い
わ
き
に
来
て
３
年
に
な
り

ま
す
。
や
っ
と
物
件
を
見
つ
け
て
、

義
母
と
２
人
で
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

近
く
に
娘
夫
婦
達
が

住
ん
で
い
る
の
で
、

孫
の
世
話
な
ど
も
あ

り
、
励
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。

週
末
に
は
、
夫
も
南
相
馬
の
住
宅

兼
事
務
所
か
ら
帰
っ
て
き
ま
す
。
私

も
時
に
南
相
馬
に
向
か
い
ま
す
が
、

な
か
な
か
思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ

ん
。
離
れ
て
の
事
業
は
大
変
で
す

が
、
体
力
の
続
く
限
り
、
頑
張
っ
て

や
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
浪
江
町
で
の
思
い
出

私
は
震
災
ま
で
は
、
家
業
の
事
務

と
、
独
身
時
代
か
ら
し
て
い
た
洋
服

の
縫
製
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

思
い
お
こ
せ
ば
、
５
月
の
連
休
、

５
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た
「
大

せ
と
ま
つ
り
」。
記
憶
で
は
、
８
年
間

く
ら
い
は
出
店
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
大
堀
相
馬

焼
と
い
う
伝
統
あ
る
行
事
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
光
栄
で
し
た
。

ま
た
、
十
日
市
に
は
親
戚
で
あ
る

横
山
輪
業
の
軒
先
に
出
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
じ
さ
ん
と
お
ば
さ

ん
に
商
店
街
の
皆
さ
ん
へ
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
た
い
思
い
出

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
町
内
に

あ
る
寿
し
松
様

に
も
、
知
人
の

紹
介
で
、
１
ヶ

月
間
も
ギ
ャ
ラ

リ
ー
に
作
品
を

飾
ら
せ
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご

迷
惑
も
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
が
、
と
て
も
感
謝
し
て

い
ま
す
。
あ
の
時
の
出
逢
い
す
べ
て

が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
今
の
心
の
支

え
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

夫
も
、
消
防
団
を
は
じ
め
地
域
の

役
員
を
い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
有
志
達
で
桜
の
植
樹
や

休
耕
田
で
の
蕎
麦
づ
く
り
と
い
っ
た

活
動
も
し
て
い
ま
し
た
。
蕎
麦
打
ち

も
し
て
い
て
、
会
社
の
お
客
さ
ん
に

ふ
る
ま
っ
た
り
も
し
て
い
ま
し
た
ね
。

◆
洋
服
に
か
か
わ
る
仕
事
を
再
開
し

ま
し
た

私
は
、
自
宅
で
や
っ
と
、
ミ
シ
ン

で
洋
服
に
か
か
わ
る
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
早
１
年
が
経
ち
ま
す
。

お
客
さ
ん
に
少
し
で
も
喜
ん
で
い
た

だ
き
、
お
役
に
立
て
れ
ば
嬉
し
い
で

す
。
好
き
な
仕
事
が
で
き
る
こ
と

は
、
生
き
が
い
と
し
て
夢
中
に
な
れ

ま
す
。

ふ
と
、
手
を
止
め
る
こ
と
が
あ
れ

ば
、
ま
た
思
い
出
し
て
し
ま
う
の

で
、
少
し
ず
つ
仕
事
が
で
き
る
こ
と

を
お
客
さ
ん
に
感
謝
し
な
が
ら
、
み

ん
な
が
毎
日
健
康
で
過
ご
せ
る
こ
と

を
望
ん
で
、
体
力
の
続
く
限
り
、
心

配
も
あ
り
ま
す
が
、
浪
江
の
想
い
を

胸
に
、
毎
日
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
あ
の
当
時
、
わ
が
会
社

で
労
働
さ
れ
た
従
業
員
の
方
々
に
感

謝
す
る
と
と
も
に
、
ど
う
か
お
体
を

大
切
に
お
過
ご
し
下
さ
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　　洋服のお直し工房
『ファッションルーム 杏』
いわき市平中山字柳町115－1
　0246（23）0808

▲工房の入り口の前で

▲浪江から持ってきた大切なミシン
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福島県

福島市駅前の商業施設ＡＸＣ（アックス）の２階で、工房
「ふく福」を営んでいた三浦幸子さんにお話を聞いたのは、
ほぼ丸２年前になります。そのお店は、昨年12月にＡＸＣ
の１階・ニュー福ビルに再オープン。お店やご家庭の様子や
この２年間の変化、そして、これからに向けての思いなどに
ついて伺いました。

三浦　幸子さん（加倉）
取材者：ＮＰＯ法人市民公益活動パートナーズ　古山
取材日：６月８日

普段のことを普通に。
いつもの暮らしってそんなものですよね。

◆
移
転
さ
れ
ま
し
た
が
、
新
し
い
お

店
は
い
か
が
で
す
か

一
昨
年
11
月
、
Ａ
Ｘ
Ｃ
２
階
の
お

店
の
契
約
更
新
が
ま
ま
な
ら
ず
、
福

島
駅
周
辺
で
仕
事
場
を
探
し
ま
し

た
。
駅
西
口
の
事
務
所
で
電
話
番
兼

サ
ロ
ン
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
が
ら

約
１
年
弱
。
幸
い
な
こ
と
に
ニ
ュ
ー

福
ビ
ル
１
階
の
路
面
店
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
て
、
昨
年
12
月
14
日
に
再

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
以
前
の
よ
う

に
半
年
毎
の
契
約
で
は
な
く
、
５
年

間
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
か
ら

は
ど
し
っ
と
取
り
組
め
ま
す
。

作
り
手
の
方
々
は
30
人
か
ら
40
人

程
に
増
え
ま
し
た
。
遠
く
は
福
岡
か

ら
首
都
圏
、
県
内
は
い
わ
き
や
会
津

若
松
、
南
相
馬
や
福
島
の
方
々
な
ど

で
す
。
洋
服
の
仕
立
て
や
リ
メ
イ

ク
、
お
直
し
か
ら
手
仕
事
の
バ
ッ
グ

や
服
飾
小
物
、
手
工
芸
品
な
ど
、
作

り
手
の
得
意
な
も
の
に
合
わ
せ
て
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
何
度
も
お
見
え

い
た
だ
く
お
客
さ
ま
か
ら
の
ご
要
望

も
取
り
入
れ
な
が
ら
、
確
か
な
も
の

を
ご
提
供
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

お
客
さ
ま
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
グ
レ
ー
ド
の
高
い
商
品
作
り

を
心
が
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

駅
前
通
り
に
面
し
た
お
店
に
な
っ

た
こ
と
で
、
車
椅
子
の
方
も
気
軽
に

い
ら
っ
し
ゃ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
し
、
外
国
の
方
の
来
店
も
増
え
ま

し
た
。
特
に
和
風
小
物
や
相
馬
野
馬

追
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
飾
り
物
な
ど

が
人
気
で
す
。
近
所
に
は
、
ま
も
な

く
福
島
県
立
医
大
の
研
究
機
関
が
で

き
る
そ
う
で
、
若
い
方
た
ち
に
も
立

ち
寄
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
９
月

末
に
は
店
頭
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
も
大

き
く
変
え
よ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

◆
ご
家
族
に
は
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
か

母
は
変
わ
り
な
く
、
今
年
も
山
形

に
コ
ゴ
ミ
や
蕨
を
採
り
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
近
頃
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
行
く
回
数
が
週
4
回
に
増
え
、
周

り
の
方
々
と
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と

が
楽
し
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
日
々

の
晩
酌
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

夫
は
こ
の
春
、
福
島
の
復
興
に
関

わ
る
た
め
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
娘

は
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
と
な
り
、
い

ず
れ
は
千
葉
か
ら
福
島
に
戻
っ
て
仕

事
を
続
け
た
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
福
島
市
に
居
る
こ
と
に
決

め
、
来
春
に
は
飯
坂
電
車
・
平
野
駅

近
く
に
家
を
新
築
す
る
予
定
で
す
。

家
族
み
ん
な
と
過
ご
せ
る
こ
と
が
何

よ
り
も
楽
し
み
で
す
。

近
々
、
夫
は
浪
江
の
家
を
全
部
片

付
け
る
よ
う
で
す
が
、
私
が
気
に

な
っ
て
い
る
の
は
お
墓
の
こ
と
で

す
。
盆
供
養
な
ど
仏
さ
ま
や
季
節
の

行
事
を
き
ち
ん
と
行
う
こ
と
は
、
何

と
い
っ
て
も
家
族
の
基
本
で
す
か

ら
、
普
通
に
で
き
る
こ
と
が
一
番
で

す
。
新
し
い
自
宅
の
近
所
に
お
墓
を

探
し
、
夫
の
両
親
を
早
く
供
養
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲ニュー福ビル１階。路面店となった新しい
「ふく福」の前で。
「気軽にお立ち寄りくださいませ」とのこ
とです。

再取材シリーズ

工房「ふく福」
10時～18時／定休日：日曜日



http://www.town.namie.fukushima.jp
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ホームページやフェイスブックは、
携帯からもご覧いただけます。
ＱＲコードをご利用ください。
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